
【はじめに】

近年献血者の減少が問題となっており、血液製剤の適正使

用と廃棄率削減が当院でも重要な課題である。2023年 3月
に赤血球製剤の有効期限が 21日から 28日に延長となった
ことは、特に廃棄率に少なからず影響を与えることが考え

られる。今回、これまでの廃棄率の推移とその理由を分析

し、今後の展望を示す。

【対象・方法】2018年 1月から 2023年 11月までを対象と
し、赤血球製剤の廃棄率とその理由を分析した。

【結果】

現在、当院の赤血球製剤の在庫数はＡ型・Ｏ型が 12単位、
Ｂ型が 4単位、ＡＢ型が 2単位である。廃棄率やその理由
に関しては、輸血療法委員会で半期に一度周知している。

2018年の赤血球製剤廃棄率が 4%を超えていたのに対し、
2022年には 1.5％に減少していた。廃棄の内訳は、①使用
頻度の低い AB型の割合が高かった。②同型の単位指定の
製剤オーダーが複数の患者で重複し、それが使用されず在

庫となったことで最終的に期限切れ廃棄となってしまうケ

ースが多く見られた。

2023年は、1～3月の廃棄率は 1.49％、4～9月は 0.45％で
あり、赤血球製剤の期限延長の影響があったと考えられる。

この結果より、10月からＡ型とＯ型の在庫を 10単位から
現在の 12単位に増やしたが、現在までの期限切れによる廃
棄数は全型で 0本である。これにより、今までの取り組み
に加え製剤期限の延長が今後の廃棄率の削減に良い影響を

もたらすことが期待できる。

【まとめ】

今後、廃棄率がさらに減少していけば、在庫を増やすこと

が可能となり、緊急時の迅速な対応に繋がると考える。ま

た在庫が増えることで、日当直者の緊急輸血への対応に余

裕が生まれるのではと思われる。輸血療法委員会などを通

して臨床との連携を綿密に取りながら、廃棄率のさらなる

削減と迅速な輸血対応に取り組みたい。
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